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 ２００９年度前期（水２限・共通 A２０教室） 地域学入門       渡部昭男 akiowtnb@rstu.jp 
第１部 「地域学」とは何か 
4/08 １．地域学について        光多長温（鳥取大学・特任教授） 
4/15 ２．地域で生きる      吉村伸夫（地域文化・教授） 







第2部 地域の課題と地域連携            ＊印は外部講師 
5/13 ４．鳥取大学の地域連携活動 野田邦弘（地域文化・教授）＋*辻堅太郎（大阪市大大学院生） 
5/20 ５．歴史からみる鳥取の地域性 *谷口肇（元鳥取東高校教諭）＋土井（地域教育） 
5/27 ６．地域の課題と教育−コミュニティスクール *杉本由香里（南部町教育委員会）＋渡部（地域教育） 
6/03 ７．中間まとめ（学生参加によるディスカッションを含む） 
6/10 ８．地域の生き残り戦略   *山内道雄（海士町長）＋家中（地域政策） 
6/17 ９．地域と農業の再生      *小田切徳美（明治大学農学部教授）＋筒井（地域政策） 
【第２回レポート（４０点）】 
 課題：「地域課題」をつかむ･･･「地域づくり」は「地域課題」をつかみ、共有する作業から始まります。 







6/24 10．鳥取県の課題と産業   *金田昭（（財）鳥取県産業振興機構理事長）＋土井（地域教育）  
7/01 11．地形からみる鳥取の地域性   矢野（地域環境） 
7/08  12．地域をデザインする   *吉田幹夫（地域デザイン研究所）＋吉村（地域文化） 
7/15 13．鳥の劇場の実験    *中島諒人（鳥の劇場主宰）＋新倉（芸文センター） 
















 ２０１０年度前期（水２限・共通 A２０教室） 地域学入門  2010.4.14.  
第１部 「地域学」とは何か 
4/14 １．地域学について        光多長温（鳥取大学・特任教授） 
4/21 ２．地域で生きる      吉村伸夫（地域文化・教授） 







第2部 鳥取大学の地域連携活動            ＊印は外部講師 
5/12 ４．大学と学生の立場からの地域連携活動 野田邦弘（地域文化・教授）＋*辻堅太郎（大阪市大大学院・院生） 
5/19 ５．鳥取大学と明治大学との連携活動        *水野勝之（明治大学商学部・教授）＋野田 












6/09 ８．鳥取砂丘の自然を読み解く：動物のインベントリーから鳥取砂丘検定まで  鶴崎展巨（地域環境・教授） 
6/16 ９．アートの力で地域を変える   *北川フラム（大地の芸術祭総合ディレクター）＋野田 
6/23 10．地域の生き残り戦略   *山内道雄（海士町長）＋竹川俊夫（地域政策・講師） 
6/30 11．コミュニティスクールの挑戦 *杉本由香里（南部町教育委員会）＋渡部昭男（地域教育・教授）  
7/07  12．景観から読む鳥取の風土と人々の暮らし   小玉芳敬（地域環境・教授） 
7/14 13．鳥の劇場の実験    *中島諒人（鳥の劇場・主宰）＋新倉健（芸文センター・教授） 
7/21 14．総合討論（学科世話人vs受講生）  


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1.地域の力―食・農・まちづくり (岩波新書) 大江 正章 (新書 - 2008/2) 
2.森の力―育む、癒す、地域をつくる (岩波新書) 浜田 久美子 (新書 - 2008/10) 
3.〈地域人〉とまちづくり 講談社現代新書 中沢 孝夫 (新書 - 2003/4) 
4.福祉NPO―地域を支える市民起業 (岩波新書) 渋川 智明 (新書 - 2001/6) 
5.地域再生の経済学―豊かさを問い直す (中公新書) 神野 直彦 (新書 - 2002/9) 
6.医療再生はこの病院・地域に学べ! (新書y) 平井愛山、神津仁、 ほか (新書 - 2009/5/2) 
7.地域再生の条件 (岩波新書) 本間 義人 (新書 - 2007/1) 
8.地域主権型道州制―日本の新しい「国のかたち」 (PHP新書) 江口 克彦 (新書 - 2007/12/16) 
9.「ふるさと」の発想―地方の力を活かす (岩波新書) 西川 一誠 (新書 - 2009/7) 
10.地元学をはじめよう (岩波ジュニア新書) 吉本 哲郎 (新書 - 2008/11) 
11.ウェブが創る新しい郷土 ~地域情報化のすすめ (講談社現代新書) 丸田 一 (新書 - 2007/1/19) 
12.検証・地方分権時代の教育改革－犬山市教育委員会の挑戦（岩波ブックレット685）刈谷剛彦ほか（岩波書店）2006/10 
13.ルポ 高齢者医療―地域で支えるために (岩波新書) 佐藤 幹夫 (新書 - 2009/2) 
14.生老病死を支える―地域ケアの新しい試み (岩波新書) 方波見 康雄 (新書 - 2006/1) 
15.地域再生 まちづくりの知恵―古都・鎌倉からの発信 (平凡社新書) 福澤 健次 (新書 - 2007/3) 
16.地域学のすすめ―考古学からの提言 (岩波新書 新赤版 (793)) 森 浩一 (新書 - 2002/7) 
17.市民事業―ポスト公共事業社会への挑戦 (中公新書ラクレ) 五十嵐 敬喜 天野 礼子 (新書 - 2003/4) 
18.奇跡を起こした村のはなし (ちくまプリマー新書) 吉岡 忍 (新書 - 2005/3) 
19.由布院の小さな奇跡 (新潮新書) 木谷 文弘 (新書 - 2004/11) 
20.沖縄力の時代 (ソフトバンク新書) 野里 洋 (新書 - 2009/3/17) 
21.変わる商店街 (岩波新書) 中沢 孝夫 (新書 - 2001/3) 
22.コミュニティを問いなおす―つながり・都市... (ちくま新書) 広井 良典 (新書 - 2009/8/8) 
23.社会をつくる自由―反コミュニティのデモクラシ  ー(ちくま新書) 竹井 隆人 (新書 - 2009/3) 
24.在宅ケアの教訓―リスクを回避し、ケアの質. (Community Care Special) 編集部 (新書 - 2003/9) 
25.地域通貨と地域自治 (地方自治土曜講座ブックレット) 西部 忠 (単行本 - 2003/9) 
26.持続可能な地域社会のデザイン (TAJIMI CITY Booklet) 植田 和弘 (単行本 - 2005/5) 
27.堺学から堺・南大阪地域学へ-地域学の方法... [OMUPブックレットNo.6) 乾 善彦 (単行本（ソフトカバー） - 2006/8/10) 
28.関西・大阪・堺における地域言語生活 (OMUPブックレットNo.21 ). 西尾 純二 (単行本（ソフトカバー） - 2009/1/5) 
29.外国人労働者と地域社会の未来 (福島大学ブックレット『21世紀の市民講座』) 桑原 靖夫、坂本 恵、 香川 孝三 (単行本 - 2008/11) 
30.障害者・高齢者と麦の郷のこころ―住民、そ... (居住福祉ブックレット) 伊藤 静美、加藤 直人、 田中 秀樹 (単行本 - 2006/5) 
31.市町村合併と地域のゆくえ 岩波ブックレット 560 保母 武彦 (単行本 - 2002/2/20) 
32.脱「中央」の選択 地域から教育課題を立ち上げる (岩波ブックレット662) 苅谷 剛彦、清水 睦美、 堀 健志 (単行本 - 2005/10/5) 
33.地域通貨を知ろう (岩波ブックレット (No.576)) 西部 忠 (単行本 - 2002/9) 
34.地域政治・行政とモラル―市民参加を通じて... (グリーンブックレット) 鈴木 隆史 早川 誠 (- - 2010/1/20) 
35.地域からの挑戦―鳥取県・智頭町の「くに」おこし (岩波ブックレット) 岡田 憲夫、平塚 伸治、杉万 俊夫、 河原 利和 (単行本 - 2000/10) 
36.開いて守る―安全・安心のコミュニティづく... (岩波ブックレット) 吉原 直樹 (単行本 - 2007/1) 
37.個人のライフスタイルとコミュニティーの自立 (沖国大ブックレット (No.11)) ジル・ジョーダン デジャーデン由香理 (単行本 - 2003/6) 
38.子ども・学校・地域をつなぐコミュニティスクール 奥村俊子、貝ノ瀬滋 学事出版 2008/1 
39.東京遺産 ― 保存から再生・活用へ (岩波新書) 森まゆみ ／ 岩波書店  2003/10 ￥819 (税込) 
40.「サザエさん」的コミュニティの法則 (生活人新書) 鳥越皓之 ／ 日本放送出版協会  2008/02 ￥693 (税込) 
41.離島発生き残るための１０の戦略(生活人新書) 山内道雄 ／ 日本放送出版協会  2007/06 ￥735 (税込) 
42.農村の幸せ、都会の幸せ ― 家族・食・暮らし (生活人新書) 徳野貞雄 ／ 日本放送出版協会 2007/02 ￥777 (税込) 
43.農山村再生 ― 「限界集落」問題を超えて (岩波ブックレット) 小田切徳美 ／ 岩波書店 2009/10 ￥504 (税込) 
44.生活環境主義でいこう！ ― 琵琶湖に恋した知事 (岩波ジュニア新書) 嘉田由紀子/古谷桂信 ／ 岩波書店 2008/05 ￥819 (税込) 
45.人びとのアジア ― 民際学の視座から(岩波新書) 中村尚司 ／ 岩波書店 1994/11 ￥735 (税込) 




50.群言堂の根のある暮らし しあわせな田舎 石見銀山から、松場登美／家の光協会、2009 
○講義２単位～「（対面授業１コマ［２時間］＋自習［４時間］）×１５回＝９０時間」 
○自習課題～例示として「50冊」をリストアップしました。半年で何冊読破できるか挑戦しよう！ 
○３回のレポート～自らが参照した図書を，「参考文献」として必ず巻末に記すこと。 
渡部・竹川・足立・鶴崎：初年次必修科目「地域学入門」における地域学部新入生の変容（第２報） 193
回，意識づけのための指示を出した。
　第１部の３回は意図的に４月中に実施している。４月は，新入生にとって大学生活をスタートし
たばかりで緊張感のある月である。５月の連休明けに提出する初めてのレポート作成を直近の目標
にして，内容が少し難しく多少分からなくても，「学問の府」らしく，まず「理論」「原論」的な講
義に触れさせることに主眼を置いた。また，全国で初めて「地域学」という名称を掲げてスタート
した地域学部に入学したのだという誇りやアイデンティティの形成もねらった。そして出されたの
が，下記の指示文書である。
　2010「地域学入門」第①レポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010.4.28.渡部
　【第１回レポート（２０点）】
１）～１冊以上の文献を読んでレポートに活かすこと（レポートの末尾に参考図書を記載）。～
・すでに何か読んでいますか？　今からでも遅くありません。ファイト！！
２）課題：「地域学」とは何か･･･連休に帰省したら家族や友人から「地域学って何？」と尋ね
られました。３回の講義をベースに，鳥取大学の考える「地域学」について簡潔に説明しましょう。
・第Ⅰ部の３回の講義で，それまでの自身の「地域学イメージ」がゆさぶられたり，崩された
りしたはずです。３回の講義との関連で，自身の変容を描けば，興味深いレポートになりま
すよ。
・鳥大の考える「地域学」って，面白そうだな，奥が深そうだな･･･と感じたら，そこを手掛
かりにレポートにまとめれば良いのです。
・鳥取大学のＨＰにも沢山のヒントがあります。
　　ＨＰトップページの右横にある「映像で見る鳥取大学」をクリック
　　　　～地域学部の個所を観ましょう。
　　地域学部のサイトには「学部紹介ムービー」もあります。
　　　　～学部紹介の文章なども要チェック！
　　各学科のサイトも要チェック
　　　　～特に学科紹介や，講義して下さった３先生の紹介やブログなど
・ネット検索も役立ちます。
　　良く似た言葉に「地元学」「郷土学」「エリア・スタディ」などがあります。
　　　　～どのように類似し，また異なっているのか。
　　「地域学」のキーワードで検索してみましょう～Google，Yahoo　ともに
・他大学に似たような学部やセンターはないのだろうか？　コンセプトの類似性と相違点は…
　　岐阜大学「地域科学部」，金沢大学「地域創造学類」，山形大学「地域教育文化学部」
　　北海道大学函館分校「人間地域科学課程」　等々
３）提出：５／１２（水）講義終了時
・遅れないように！～「後出し」はナシ。
４）  ・・・初回レポートはワープロソフトの「書式設定」等の演習も兼ねています。
体裁（書式設定）：Ａ４判縦１枚，40字×43行横書き，３行に課題名･学科･学籍番号･氏名を記載，
本文40行以内（参考図書の記載を含む）。
・「書式通り」に仕上げる，印刷するという練習も兼ねています。
・「言いたい内容を，定められた字数内で論ずる」ことも，重要です。
　第２部は地域連携活動を扱っている。そこで，「地域連携活動への期待と関与」を問う課題とした。
地　域　学　論　集　　第　7　巻　　第　2　号（2010）194
第２レポートからは「両面印刷」仕上げとなるために，書式設定はもちろん，分量が２倍となるこ
とへの対応，プリントアウトの工夫が求められる。第２レポートへの指示は以下のようである。
　2010「地域学入門」第②レポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010.6.2.渡部
【第２回レポート（４０点）】
１）（～新たに１冊以上の文献を読んでレポートに活かすこと（レポートの末尾に参考図書を記載）。
２）課題：「地域連携活動」への期待と関与…４～６回の講義においてどのような「地域連携
活動」が提示されたかをまず整理した上で，地域学研究会のサイトで紹介されている「地域連
携活動」も参照しつつ，鳥取大学の地域連携活動への期待や自らの関与について述べなさい。
・第Ⅱ部に限定せず，第Ⅰ部と関連させたり，中間討論会の意見交換で触発されたことを上手
く採り入れて，レポートの構想を練りましょう。残すは「２週間」です！ファイト。
・地域学研究会サイト　http://www.rs.tottori-u.ac.jp/kenkyukai/kenkyukai_outline/index.html
　鳥取大学ＨＰの研究教育の理念「知と実践の融合」
　http://www.tottori-u.ac.jp/dd.aspx?menuid=1245　も，大いに参照しましょう。
３）提出：６／１６（水）講義終了時　遅れないように！印刷も完了して講義に出席。
４）体裁：Ａ４判１枚の両面印刷，４０字×４３行，上３行にレポートタイトル・学科・学籍
番号・氏名
・今回のレポートタイトルは，各自が自由につけて下さい。
・必ず１枚に両面印刷です（自動複写装置にかける為）。×ホッチキス止め等は破損します。
・「書式設定」は守りましょう。×字数・行数が設定されていない。
・指定行数の９～10割以内の分量を目安に仕上げること。推敲を忘れないように。
参考：５月に提出した「第１回レポート」の評点の目安
◎評価が高い場合
・１～３回の講義を踏まえている
・３回の講義を単に要約するのみでなく，自身の考えが述べられている
・特に，受講前と受講後の変容が表わされている
×減点となる場合
・レポートに真剣に向き合っていない～内容が薄い，分量が少ない，丁寧に仕上げていない等
・ネットからのコピペ等→研究におけるコピペ＝他者の作品の無断使用＝「剽窃」は罪です。
・指定の書式設定や印刷ができない→特に２枚以上にわたるレポートは自動複写ができません×
・参考図書１冊以上の読破に挑戦していない　等々
　第３部は，「地域づくり・人づくり」にかかわった実践や研究について，６回にわたる講義が設
けられた。そこで，表面には６回の講義を関連づけてまとめ，裏面には「地域づくり・人づくり」
への自らの志と今後の学習課題を述べさせた。講義を関連づけ，自らを問う作業とともに，参考文
献も２冊以上となり，なかなかハードな課題設定である。第３レポートへの指示は以下のようであ
る。なお，７月21日（第14回目）の総合討論会において，「レポートの書き方」に関する資料（『は
じめてのレポート』抜粋）を追加配布した。
2010「地域学入門」第③レポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010.7.7.渡部
提出まで約１か月！
　【第３回レポート（４０点）】
１）新たに２冊以上の文献を読んでレポートに活かすこと（末尾の文献一覧に含めること）。
渡部・竹川・足立・鶴崎：初年次必修科目「地域学入門」における地域学部新入生の変容（第２報） 195
２）課題：タイトルは各自が自由に設定する（大きな課題としては，「地域学」と「地域づく
り・人づくり」）…地域学部では「地域づくり」や「地域における人づくり」に取
り組む志と能力のある人材を養成します。「地域学入門」を受講して，どのような
「地域づくり（人づくり）」に取り組んでみたい（または在学中に学習・研究して
みたい）と思いましたか。「地域学」の可能性と重ねて述べなさい。
・「表」面→第１部で「地域学」とは何か！という理論的な側面を学びました。第２部では，
地域連携活動を通して，実践的な側面を学びました。第１・２部の成果に立って，
「表」面では，第８～13回の６回にわたる特別講義を各受講生なりに「関連付けて
分析し，描いてみせましょう」。例えば，６回にわたる特別講義はそれぞれ，①ど
のような空間（地域の大きさ・切り出しレベル）における，②どのような主体たち
（諸アクター）による，③どのような地域づくり・人づくり・関係づくり・幸せづ
くりであったのか･･･というように接近してみると関連付けることが出来ますね。
諸君が第１・２部で身に付けた「地域学のツールやアイテム」によって，特別講義
の諸実践がどのように関連付けて処理・理解・吸収されたのか，を切れ味鋭く示し
て下さい。
・「裏」面→裏面では，7/21の討論会も踏まえて，自身が将来どのような「地域づくり・人づ
くり」に取り組んでみたいのか，そのために在学中にどのような学習や研究をして
みたいのか，を熱く語って下さい。～ここに上記の参考文献２冊以上を活かす！
３） 提出：７／２８（水）最終回の講義終了時
４） 体裁：Ａ４判１枚に両面印刷。→ホチキス止め等は×（複写機で自動複写すると破れま
す）。・片面は「40字×43行」，最初の３行に課題名・学科・学籍番号・氏名を記載，本文83
行の９～10割の文章量を確保すること。
・文頭は一文字下げる，小まめに段落を区切る，句読点を打つ，等々。日本語の表記法の基本
を踏まえること。
・主語に，「自分」を用いない。「筆者は」「私は」等々を用いること。
・短いレポートでも，「章立て」を行い（または「小見出し」を入れ），巻末には文献一覧を
載せると良い。
・附属図書館の入り口にて「レポート・論文の作成」という特別展示が行われている。
（６）口頭発表や討論の体験
　講師が機器の準備をしている間を利用して，2010年度も学生代表の発表時間を設けた。昨年度と
同様に，次週の発表者を事前に指定しておき（だいたいは講義の月日の数字にあわせた各学科の学
籍番号の者４～５人），一人２～３分の発表を準備させた。予習事項の単なる紹介に留めず，新入
生同士が知り合う良い機会と位置づけて，自己紹介などを盛り込むことも許容した。200余人を前
に壇上に並び，マイクをもって数分間の話をする体験は，「出席カード」に感想や評価も記載され
るので緊張感を伴うが，また爽快でもある。第１部では地域学部への進学動機を含む自己紹介，第
２部では自己紹介とレポートの概要発表を主テーマとした。第３部に入ると，「事前調査隊」と銘
打って該当学科・コースの４～５人を指名し，講師（特別講師を含む）等に関する情報を発表させ
た。回を重ねると，発表メモを作成してくる者や，配付資料を用意してくるグループも現れた。代
表発表は11回にわたり行われ，およそ50名が壇上に立ったことになる。
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　「中間討論会」「総合討論会」の項で述べたように，討論会ではキャッチボールの楽しさを味わえ
るよう腐心した。「出席カード」には，発言できた満足感，発言はしたものの上手く伝わらなかっ
た悔しさや，発言した友人を眩しく感じたり，発言できなかった忸怩たる思い，次回は必ず発言し
たいといった感想が，実に素直に記載されている。発言者は２回をあわせて，のべ35名であった。
　
（７）残された課題
　学科世話人に学級担任を重ねたことによって，討論会での指摘にもあるように他科目との連関が
意識され，「地域学入門」以外の科目や日常場面での新入生支援に繋がったことは確かである。また，
様々な地域連携活動や２種の訪問研修への参加呼びかけ，訪問研修への上級生の参加等，地域と繋
がる活動の機会，上級生と新入生とがかかわる機会をより意識的に設定できたことも2010年度の成
果の一つである。
　課題としては，昨年度に指摘した事項がほとんど解決されずに残された。すなわち，出席カード
の感想へのより頻繁な応答，レポートの添削後の返却，２回の討論会のような意見・感想の遣り取
り機会の日常化などが挙げられる。これらの実現には多人数の「地域学入門」では限界がある。例
えば，１年次前期に学級担任が併行して担当する学科ごとの「大学入門ゼミ」において，こうした
応答・遣り取りをより充実させることはできないであろうか。ただし，学級担任の負担も考慮して，
学級担任２名で「大学入門ゼミ」と「地域学入門」との主担当を分担した上で連携する工夫や，採
点時間の節減のために第２レポートの分量を現在の両面から片面に減らす修正が必要であろう（第
３レポートは執筆期間も長く，総括的なレポートであるので両面のまま継続）。
　また，「地域学入門」の時間を活用して，地域連携活動にかかわる情報の提供にも心がけたが，
多くのチラシの配布や頻繁なアナウンスは逆に雑多な印象を与えた。鳥取大学ホームページの「地
域学研究会」サイトの日常的な活用，鳥取大学学務支援システムを通じた受講生への一斉メール送
信など，工夫の余地があろう。新入生からは，地域連携活動の紹介・調整・相談・支援の窓口を鳥
取大学に是非設けてほしいとの要望が出されていた。
　最後に，鳥取大学として「初年次教育」の指針やガイドラインが，やはり必要であろう。その上で，
初年次教育を意図した科目群においては，学生による授業評価についても「初年次教育の目標項目
に対する達成度の自己評価」を加えるべきである。１年次必修の科目，例えば１年次（前期）必修
の全学共通科目「大学入門ゼミ」「情報リテラシー」などと，各学部・学科で１年次（前期）に開
設されている専門科目とを「初年次教育」として連携・連動させた鳥取大学として仕組み（個々の
担当者の個人的努力を越えた仕組み）づくりも，今後の課題であろう。
《備考》本稿は，竹川俊夫が第６章第１節及び第８章を，足立和美が第６章第２節を，鶴崎展巨が
第６章第３節を分担し，残余を渡部昭男が執筆した上で，渡部が全体を調整し取りまとめた。
《謝辞》本稿で紹介した授業実践は，本稿共同執筆者に留まらず，各回の講師（特別講師を含む）
及び受講生等との共同作業の産物である。また，訪問研修では現地の関係者の方々に大変お世話に
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